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無機材料工学演習 樽田　誠一

Seminar in Ceramic Materials Engineering 　

2 不定期 集中･不定期 物質化学分野1年生，2年生

　 演習

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 ・セラミック材料に関連した英文文献をレポートにまとめプレ
明できる批判的思考力 ゼンテーションを行い、ゼミーナール形式で討論を行うことで、

セラミック材料の合成および物性について、評価・説明するこ
とができるようになる。

⇔

(2)授業の概要 　セラミック材料に関連した英文文献をレポートにまとめプレゼンテーションを行い、ゼミーナール形
式で討論を行います。具体的には下記に関しての演習です。毎回、受講者によるプレゼンテーションを
行い、その内容について討論・解説します。
　①学術論文等の検索方法について
　②レポートの作成とプレゼンテーションについて
　③取り上げた文献に関しての議論(評論)

(3)授業計画 おおよそ、以下のような予定で行います。

第１回　演習内容の実施方法に関する説明
第２回　アルミナセラミックスの成形・焼結に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第３回　アルミナセラミックスの機械的性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第４回　その他セラミックスの合成に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第５回　その他セラミックスの焼結と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第６回　セラミック粒子の分散に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第７回　アルミナセラミックス系複合体の作製と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第８回　ジルコニア系セラミックス系複合体の作製と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・
解説
第９回　アパタイト系セラミックスの作製と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第10回　マイカ系マシナブルセラミックの作製と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第11回　その他のマシナブルセラミックの作製と性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第12回　マイカセラミックスの合成に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第13回　マイカセラミックスの性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第14回　ガラスセラミックスの合成に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説
第15回　ガラスセラミックスの性質に関する文献のプレゼンテーション・討論・解説

(4)成績評価の方
法

　レポート・プレゼンテーションおよび討論より総合的に評価します。評価点は満点を100点として、９
０点以上を秀、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、６０点以上７０点未満を可とします。

(5)成績評価の基
準

　セラミックスに関する学術論文の内容に関して、理解度および説明能力をレポート，プレゼンテーシ
ョンおよび討論より評価します。
　セラミックスの関する学術論文を熟読しレポート提出あるいはプレゼンすることで『合格水準にある
』,　学術論文の内容を十分に理解できていれば『やや上にある』，学術論文の内容に関しての説明能力
が優れていれば『かなり上にある』，レベルの高い専門的討論ができれば『卓越している』と判断しま
す。

(6)事前事後学習
の内容

　事前にセラミックスに関する学術論文を読み、内容をレポートあるいはプレゼン資料にまとめてくだ
さい。

(7)履修上の注意 　指導教員と相談してください。

(8)質問,相談への
対応

　適宜対応します。

(9)その他

【教科書】 　なし。

【参考書】 　セラミックスに関する学術論文


